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1　は　じ　め　に

低コスト稲作栽培のための作期幅拡大について，椎中西

だけでは作期幅に限界があり，成苗を導入し，成苗，中苗，

稚苗の組合せにより拡大されると考えられる。

成苗には丸型樹脂ポット苗（以後ポット苗と略記）と散

播成苗があり，ポット苗は播種量も少なく，活着もスムー

ズで作期幅が広いと考えられるが，はっきりした作期幅は

確認されておらず，散播成苗も同様である。

ここではアキヒカリを用い，成苗が推中苗よりどの程度

の作期幅が拡大できるかについて検討し，若干の知見を得

たので報告する。

2　試　験　方　法

（1）供試年次　昭和60年，61年

ほ）供試場所　岩手農試圃場

（3）供試品種　アキヒカリ

（4）供試苗　丸型樹脂ポット苗（播種量45タ／箱・育

苗目数40日），散播成宙（播種量70g／箱・育苗日数40日），

中苗（播種量120g／箱・育苗日数35日），稚苗（播種量

180g／箱・育苗日数25日）

（61移植時期　5月10日，15日，20日，25日，308，6

月5日，10日　計7回

表1　移植時の葉齢

（引　栽植密度　30．0×13．0cm　25．6株／房

州　施肥量（ゆ／♂成分）　N基肥1．0＋0．2（分げっ

期）＋0．2（幼稚形成期）＋0．2（減数分裂期），P205

基肥3．0，K20基肥1．2＋0．2（幼穂形成期）＋0．2（減

数分裂期）

3　試　験　結　果

供試品種はアキヒカリで供試苗はポット乱散播成苗．

中苗，稚苗を用いた。移植時期は5月10日から6月10日まで

5日ごとに行い，育苗時期に合わせてそれぞれ育苗を行った。

移植時の秦齢は平次や移植時期により異なるが，ポット

苗は4．3－5．0葉，散播成苗は3．8－4．5葉．中苗は3．0

－3．8糞とはぼ目標とした健苗を得た。また．移植時期が

遅くなるにしたがい彙齢，乾物垂が高い傾向を示す。

移植時期の天候は昭和60年は5月15日移植で移植直後2．6

℃，0．2℃（最低気温），昭和61年は5月10日移植で移植

後3．6℃，0．7℃と続き強い降霜を受けている。被害の程

度は両年とも菓齢が少なく，乾物重の低いほど大きい。稚

苗では代がれもみられたが，ポット宙ではほとんど直接被

害を受けなかった。本県において作期拡大を行う場合，移

植後の数回の降霜は常に覚悟しなければならないため，水

管理や健苗育成がきわめて大切である。

（職60・アキヒカリ）

苗 質　 移 植 期
5 月 10 日 5 月 1 5 日 5 月 2 0 日 5 月 25 日 5 月 3 0 日 6 月 5 日 6 月 1 0 日

丸 型 樹 脂 ポ ッ ト苗 3 ．9 葉 4 ．3 葉 4，2 葉 4 ．3 糞 4．5 彙 4 ．8 彙 5 ．1 葉

散　 播　 成　 苗 3 ，4 3 ．7 3 ．2 3 ．2 4 ．0 4 ．1 4 ．0

中　　　　　　 苗 3 ．0 2 ．8 2．7 3 ．2 3 ．4 3．5

表2　苗質別の地上部及び地下部乾物垂
（6月10日調査・アキヒカリ・昭61）

　 期 期

苗 質

地 上 部 乾 物 重 （タ／株 ） 地 下 部 乾 物 重 （ダ／株 ）

5 月 1 0 日 5 月 加 5 月 3 0 日 5月 10 日 5月 20 日 5月 3 0 日

丸 型 樹 脂

ポ ッ ト 苗
6 ．6 0 5．5 0 3 ．5 5 2．15 1 ．5 0 1．3 0

散 播 成 酋 5 ．9 5 4．5 2 2 ．70 2．0 5 1 ．10 0 ．8 5

中　　 苗 5 ．4 5 3 ．10 2 ．1 5 1．4 5 0 ．9 5 0 ．7 5

稚　　 苗 2 ．9 5 2．5 0 1 ．3 0 0 ．6 5 0 ．5 0 0 ．4 5

出穂期は表3に示すが，昭和60年の出穂は平年より2－

3日早く，ポット苗は6月10日植えでも8月15日と早く，

5月10日植え～6月10日植えの出穂期は8月3日～8月15日

であった。散播成苗は8月4日～8月17日である。両苗と

も5月10日植えから5月30日植えまでは出穂差が1～2日

であるのに対し，5月30日植えと6月5日植えでは3－6

日のひらさがみられた。

昭和61年の出穂は前年より3－5日おくれ，平年より2

～3日おくれたものの，6月5日植えで中苗，稚苗が8月

20日以降となったが，豊熟期間の好天により出穂のおくれ

を十分にカバーしている。しかし，7月下旬の著しい低温
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により8月10日以前の出穂では障害不稔を受けた。不稔歩

合は5月10日植えのポット苗は30％，散播成苗，中苗は20

％前後，5月15日植えのポット苗は30％となった。このよ

うな7月下旬の低温は平年の安全作期を考える場合，減数

義3　出　穂期

分裂期に当たる可能性が高く，障害不稔の発生はさけられ

ないが，これは本県稲作のリスクと考え，作期以外の品種

の障害不稔抵抗性の強化や深水管理を含めた新しい障害不

稔の防止技術に期待する以外はない。

（月．日）
項 目　　　　 移 植 期 年 次 5 月 10 日 5 月 15 日 5 月 2 0 日 5 月 25 日 5 月 3 0 日 6 月 5 日 6 月 10 日

ア キ ヒカ リ

丸 型 樹 脂 昭 6 0 8 ． 3 8 ． 5 8 ． 6 8 ． 8 8 ． 9 8 ．1 3 8 ．15
ポ ッ ト宙 6 1 6 8 9 1 1 1 3 1 7 19

散 播 成 苗
昭 6 0 臥　 4 8 ． 6 8 ． 8 8 ．10 8 、1 1 8 ．1 4 8 ．16

6 1 9 1 0 11 13 14 1 9 2 0

中　　 苗
昭 6 0 8 ． 5 8 ． 8 8 ． 9 8 ． 9 8 ．1 2 8 ．1 7 －

6 1 10 1 2 1 3 14 1 5 2 2 8 ．2 2

サ サ ミノ リ

丸 型 樹 脂 昭 6 0 8 ． 8 8 ． 9 8 ．10 8 ．12 8 ．13 8 ．1 8 8 ．2 1
ポ ッ ト宙 6 1 14 1 6 1 6 18 1 7 2 1 2 b

散 播 成 苗
昭 6 0 8 ． 9 臥 1 0 8 ．1 3 8 ．13 8 ．14 8 ．1 7 8 ．2 2

6 1 1 6 1 7 18 19 2 2 2 6

移植適期を収量及び品質からみると，昭和60年は収量は，

総じて5月15日植えから5月25日植えまでの期間が安定し

て高く，5月10日植えは苗質により収量むらがみられ，5

月25日植え以後移植時期が遅れるにしたがい減収している。

品質ではポ・yト苗．散播成苗は6月5日植えまで低下は少

ないのに対し，中苗は5月25日から一部低下がみられる。

昭和61年ではポット苗は6月5日植えで収量・品質とも

低下しないが，6月10日植えではやや収量・品質の低下が

みられる。散播成苗はポット苗より1－2日出穂期が遅く，

蓑4　玄米垂（昭60．61年平均）

6月10日植えでは収量・品質とも明らかに低下するが，6

月5日植えではやや収量がおちるはか．品質の低下はない。

中苗は5月30日植え以乳収量が低下しはじめ，品質は

6月5日植えから低下する。稚苗は5月30日植え以後収量

が急激に低下しており．品質は5月25日植え以後低下する。

以上昭和60年，61年の結果から移植適期幅を収量及び

品質から推定すると．ポット苗は5月10日～‘月5日．散

播成苗5月10日～5月30日，中苗は5月15日～5月25日と

なる。

（ゆ／〃）
項 目　　　　 移 植 期 5 月 1 0 日 5 月 1 5 日 5 月 2 0 日 5 月 2 5 日 5 月 3 0 日 6 月 5 日 6 月 1 0 日

ア ヒ
カ

キ リ

丸 型 樹 脂 ポ ッ ト 苗 6 8 ．6 7 2 ．6 7 3 ．4 7 3 ．3 7 0 ．2 6 8 ．4 6 1 ．6

散　 播　 成　 苗 7 0 ．9 7 i ．6 7 2 ．9 7 3 ．6 7 2 ．8 6 7 ．0 6 1 ．4

中　　　　　　 苗 7 2 ．8 7 5 ．3 7 1 ．9 7 0 ．4 6 7 ．8 6 1 ．6 －
サ ミ

ノ
サ リ

丸 型 樹 脂 ポ ッ ト苗 7 3 ．5 7 0 ．0 7 4 ．5 7 0 ．7 6 5 ．9 6 3 ．6 5 9 ．4

散　 播　 成　 苗
－ 7 0 ．1 7 4 ．5 7 2 ．0 6 6 ．6 6 3 ．9 5 9 ．6

蓑5　気象良好年（吼札61）における移植適期幅

忘 讃 讐訳
5／10 5／15 5／20 5／25 5／3 0 6／5 6／10

ア
キ
ヒ
カ
リ

丸 型 樹 脂
ポ ッ ト苗

○ ○ ● ● ○ ○ △

散 播 成 苗 ○ ● ◎ ● （⊃ △ ヽ

中　　 苗 △ ● ● ○ △ 〉く ×

サ ミ
ノ

サ リ

丸 型 樹 脂

ポ ッ ト苗 ● ● ● ○ △ × ×

散 播 成 苗
－ ● ◎ ○ △ × ×

凡例：◎鼠乱〇滴．△可能，×否

4　ま　　と　　め

本試験は成苗，中苗，稚苗の組み合せによる作期幅の拡大

を狙いとして，昭和60年．81年の2か年にわたり，岩手農

試圃場で実施したもので．今後も継続して試験が行われる

が，成苗での大まかな作期幅の目安かついたので報告する。

供試品種はアキヒカリで，移植時期は各苗とも5月10日

～6月10日まで5日ととに行った。

気象良好年に当たる2か年の結果ではあるが，移植適期

幅を収量及び品質から推定すると，ポット宙は5月10日～

5月30日．中苗は5月15日～5月25日となり，ポット苗は

5月10日以前の移植も充分可能なことから，ポット苗＋稚

中苗により25－30日間は可能で，散播成苗十稚中苗は20－

25日間が可能である。
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